
野外実験と風洞実験による複雑地形上の拡散の比較

研究所，昭和55～60年度）により行われたものである．
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第34回風に関するシンポジウム講演募集のお知らせ

標記シンポジウムを下記のと帥開催致し戴？で・

奮ってご応募ください．

　　　　　　　　　　　　記

共　催：地震学禽一、土木学会（幹事）・目本海洋学会1

　　　　日本気象学会・』日本建築学会・日本殖空宇宙学」

　　　　．会，日本弛珪学会，・日本農業気象学会，日本林

　　　　学会，日本流体力学会，日本風工学会

日時：1987年13月1日（火）
会　場ヒ土木学会土木図書館講堂（東京都新宿区四斧ユ，

　　　　丁目無番地・国電・地下鉄「四ツ谷駅」下車・

　　　　徒歩5分）

参加費：無料（自由参加）

講演募集要領：

　（1）応募者は，A4判用紙1枚に下記事項を記入し必

　　　ず郵送で応募する．

　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　コき
　　　題目，・講演者氏名（連名の場合は講演者に○印）

　　　　・所属学会・勤務先・電話番号・講演要旨（100

　　　　　ノ　　　字程度〉

　（2）講演募集の締切りは，1987年8月31日（月）（消印

　　　有効）

ユ’」講演開催要領：

　（1）講演時間は11講演15分程度（応募題数により変

　　　更もある）1

　（2ン，スライド・OHP　g使用は可．

　（3）前刷集は作成致しません．，　　　，、；、，，，

懇親会：講演終了後』土木学会会灘にズ1嗣麟予定

申込み・問合せ先：　『　．・　　“ ・・一．

　〒160東京都新宿区四谷1丁目無番地

　　　　’土木学会「風に関するシンポジヴム係」

　TE卑・Q3－355r3441・内線161．黛』巌
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